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る論文は、英国科学会誌 Chemical Communications のインサイドカバーとして採択されたことからも、本
研究成果の意義の大きさが伺える。一部、実験結果の解釈としてあいまいな点が残るものの、それに対す
る考察が十分為されており、解決に向けた道筋も明確化されている。以上のことから、申請者の実験推進
能力、論理的考察能力は優れており、博士学位取得にふさわしいと判断された。 
 
〔最終試験結果〕 
２０１９年 ７月 22日、数理物質科学研究科学位論文審査委員会において審査委員の全員出席のもと、
著者に論文について説明を求め、関連事項につき質疑応答を行った。その結果、審査委員全員によっ
て、合格と判定された。 
 
〔結論〕 
 上記の論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士（理学）の学位を受けるに十分な資格
を有するものと認める。 
 
 
 
